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清
流
で
有
名
な
黒
河
渓
谷
近
く
に

あ
る
自
然
豊
か
な
土
地
、
山
地
区
。

こ
の
地
区
に
は
「
マ
ナ
」
と
呼
ば
れ
、

古
く
か
ら
栽
培
し
て
い
る
野
菜
が
あ

り
ま
す
。
マ
ナ
は
菜
の
花
に
よ
く
似

た
野
菜
で
、
ア
ブ
ラ
ナ
科
の
一
種
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
10
月
の
上
旬
に

種
を
ま
き
、
３
月
下
旬
か
ら
４
月
に

収
穫
。
マ
ナ
摘
み
の
時
季
に
な
る
と
、

地
区
を
あ
げ
て
「
マ
ナ
ま
つ
り
」
が

行
わ
れ
ま
す
。

区
伝
統
の
野
菜
、
マ
ナ
を
生
か
し

た
村
づ
く
り
を
し
よ
う
と
活
動
し
て

い
る
山
生
産
組
合
の
皆
さ
ん
に
お
話

し
を
伺
い
ま
し
た
。

昭
和

56
年
か

ら
61
年

度
に
か

け
て
行

わ
れ
た

土
地
改
良
総
合
整
備
事
業
で
御
名
・
山

地
区
の
農
地
が
整
備
さ
れ
作
業
能
率
は

上
が
り
ま
し
た
が
、
高
齢
化
に
よ
る
農

家
の
後
継
者
不
足
な
ど
に
よ
り
休
耕
地

が
増
え
て
き
て
い
ま
し
た
。「
こ
れ
で

は
あ
か
ん
。
山
の
こ
の
豊
か
な
農
地
を

な
ん
と
か
有
効
利
用
し
よ
う
」
と
わ
ず

か
９
戸
の
農
家
が
集
ま
っ
て
、
昭
和
61

年
に
山
生
産
組
合
を
発
足
し
、
マ
ナ
の

共
同
栽
培
を
本
格
的
に
始
め
ま
し
た
。

現
在
、
マ
ナ
農
園
で
は
オ
ー
ナ
ー
制

で
マ
ナ
の
摘
み
取
り
を
し
て
い
ま
す
。

組
合
長
の
増
田
ま
す
だ

貞
雄
さ
だ
お

さ
ん
は
「
マ
ナ
を

本
格
的
に
栽
培
し
始
め
た
こ
ろ
、
市
場

に
出
し
て
み
る
と
、
思
い
も
よ
ら
な
い

安
値
だ
っ
た
。
そ
れ
な
ら
、
消
費
者
に

マ
ナ
園
の
オ
ー
ナ
ー
に
な
っ
て
も
ら
い

マ
ナ
を
摘
み
取
っ
て
も
ら
お
う
や
な
い

か
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
」

と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

「
マ
ナ
は
シ
ャ
キ
、
シ
ャ
キ
と
し
た

歯
ご
た
え
が
あ
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
ほ
ろ

苦
い
っ
て
感
じ
が
あ
る
。
噛
め
ば
噛
む

ほ
ど
お
い
し
い
ね
」
と
説
明
し
て
く
れ

た
増
田
さ
ん
。

マ
ナ
は
食

塩
と
唐
辛
子

で
漬
け
込
ん

だ
漬
物
と
し

て
よ
く
食
べ

ら
れ
ま
す
が
、

摘
み
取
っ
た

ば
か
り
の
も
の
は
「
さ
っ
と
洗
っ
て
卵

と
じ
ゃ
こ
と
油
揚
げ
と
一
緒
に
炊
い
て

食
べ
る
。
あ
れ
は
、
最
高
や
と
思
う
」

と
食
べ
方
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

「
手
軽
に
料
理
が
で
き
る
。
火
の
と
お

り
が
早
い
ん
や
」
な
ど
、
組
合
員
さ
ん

達
は
マ
ナ
の
良
さ
を
次
々
に
話
し
ま

す
。マ

ナ
ま
つ
り
は
平
成
元
年
か
ら
始

め
、
今
年
で
17
回
目
を
迎
え
ま
す
。
増

田
さ
ん
は
「
マ
ナ
と
い
う
の
が
一
般
に

広
が
っ
て
お
ら
ん
か
っ
た
。
そ
れ
で
、

と
に
か
く
人
を
寄
せ
よ
う
と
思
っ
た
」

と
話
し
ま
す
。
今
で
は
、
県
内
外
か
ら

も
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
、
昨
年
は
お

よ
そ
１,
０
０
０
人
が
マ
ナ
ま
つ
り
を

楽
し
み
ま
し
た
。

マ
ナ
の
漬
物
が

一
般
に
定
着
し

始
め
、
生
産

組
合
で
は
、

今
度
は
マ
ナ

を
使
っ
た
お
や

き
作
り
に
挑
戦
し

て
い
ま
す
。
お
や
き
部
と
し
て
山
内
み

さ
こ
さ
ん
、
林
ち
え
子
さ
ん
、
山
内

眞
澄
ま
す
み

さ
ん
他
８
人
で
お
や
き
を
作
っ
て

い
ま
す
。

「
マ
ナ
の
お
漬
物
を
違
う
方
法
で
加

工
し
て
作
れ
た
ら
と
思
っ
て
、
お
や
き

に
取
り
組
ん
だ
ん
で
す
」
と
話
す
山
内

み
さ
こ
さ
ん
。
山
内
さ
ん
達
は
、
昨
年
、

長
野
県
小
川
村
へ
行
き
、
特
産
品
の
野

沢
菜
の
お
や
き
作
り
を
勉
強
し
て
き
た

そ
う
で
す
。「
大
き
さ
や
皮
は
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
度
は
、
皮
を

米
粉
に
す
る
と
モ
チ
モ
チ
し
て
良
い
っ

て
言
う
ん
で
、
そ
れ
を
研
究
し
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
中
に
入
れ

る
具
は
ず
っ
と
勉
強
し
て
い
か
な
あ
か

ん
と
思
っ
て
い
ま
す
。
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
、
お
や
き
を
山
区
の
味
に
し
て
い

き
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
ま
す

ま
す
お
や
き
作
り
に
熱
が
入
っ
て
い
き

ま
す
。

「春にこんな菜っ葉で、摘んで･･･」
と、今ではマナの漬物を売りにでても
そんな説明をせんでもいいようになり
ました。最初は、
売るより説明の方
が長かったんです
けど。「山のマナや」
っていうだけで、
「そうか、そうか」
って言うてくれる
ようになったのが、
うれしいです。

マナは越冬野菜なんや。長いこと雪の
下にいた方が良い。雪でぎゅっと押さえ
付けて、そして春、暖かくなってから一
気に茎が伸びるとやわらかくてうまい。
そして、出てきた芽を摘んで食べる。新
しい芽を食べる
んやで。
この時期は

寒いさけ虫も
おらんから、
消毒もせんし。
マナは安全な
野菜です。

組合員の山内
やまうち

和由
かずよし

さん

組合員の山内
やまうち

みさ子
こ

さん
組合長の増田貞雄さん

マナの漬物

たっぷりマナの入ったおやき

１０月中旬マナの種まきに精を出す組合員達
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▽
11
時
10
分
〜
▼
13
時
30
分
〜

▼
15
時
50
分
〜

▽
10
時
〜
　
　
▼
12
時
20
分
〜

▼
14
時
40
分
〜

▽
は

・

・

の
み
上
映

大
人
（
高
校
生
以
上
）
６
０
０
円

小
人
（
小
中
学
生
）

３
０
０
円

幼
児
（
小
学
生
未
満
）
無
料

団
体
割
引
　
10
人
以
上
２
割
引

第
３
日
曜
日
（
家
庭
の
日
）
無
料

休
館
日

▼
毎
週
火
曜
日
・
第
３
水
曜
日

▼
５
月
11
日

※
５
月
３
日

は
通
常
ど
お
り
上
映

し
ま
す
。

20
・
１
１
０
０

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
開
発
機
構
か
ら

提
出
さ
れ
て
い
た
「
高
速
増
殖
原
型

炉
も
ん
じ
ゅ
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
え
い

対
策
等
に
係
る
工
事
計
画
の
事
前
了

解
願
い
」
に
つ
い
て
、
２
月
７
日

「
改
造
工
事
に
よ
っ
て
、
も
ん
じ
ゅ

の
安
全
性
は
一
段
と
向
上
す
る
」
こ

と
を
踏
ま
え
、
運
転
再
開
と
は
明
確

に
切
り
離
し
て
改
造
工
事
に
着
手
す

る
こ
と
を
了
解
し
ま
し
た
。

事
前
了
解
に
あ
た
り
、

▼
常
に
住
民
の
視
点
に
立
っ
て
、
安

全
確
保
を
最
優
先
に
確
実
に
実
施

す
る
こ
と

▼
住
民
へ
の
迅
速
か
つ
的
確
な
情
報

提
供
等
、
積
極
的
な
情
報
公
開
に

さ
ら
に
努
力
す
る
こ
と

な
ど
の
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

市
と
し
て
今
後
も
適
宜
、
改
造
工

事
の
状
況
に
つ
い
て
確
認
を
し
て
い

き
ま
す
。

問
合
せ

原
子
力
安
全
対
策
課

22
・
８
１
１
３

平成　７年１２月　８日　２次系ナトリウム漏えい事故発生
平成　８年１２月１８日　旧科学技術庁が、もんじゅ安全性総点検を開始

（平成１０年３月に報告書とりまとめ）
平成１２年１２月　８日　サイクル機構が、市長・知事に安全協定に基づく「工事

計画の事前了解願い」を提出
平成１３年　６月　５日　市長・知事が、改造工事計画について国の安全審査入り

を了承
平成１３年　６月　６日　サイクル機構が、経済産業大臣に「原子炉設置変更許可

申請」を提出
平成１３年　７月１９日　福井県が、もんじゅ安全性調査検討専門委員会（もんじゅ委員会）を設置
平成１４年１２月２６日　経済産業大臣が､「原子炉設置変更」を許可
平成１４年１２月２７日　サイクル機構が、経済産業大臣に「もんじゅ

のナトリウム漏えい対策等に係る設計および
工事の方法の変更に係る認可申請」を提出

平成１５年１１月１４日　もんじゅ委員会が、市長・知事に最終報告書
を提出「改造工事によって、もんじゅの安全
性は一段と向上する」

平成１６年　１月３０日　経済産業大臣が､「設計及び工事の方法の変
更に係る認可申請」について認可

２月７日　核燃料サイクル開発機構 副理事長
岸本洋一郎氏へもんじゅ改造工事を事前了解

「
ほ
と
ん
ど
兼
業
農
家
な
の
で
、

若
い
人
は
ど
う
し
て
も
出
て
っ
て
し

ま
う
。
日
中
は
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
猫
し

か
お
ら
ん
。
若
い
人
を
引
き
寄
せ
て
、

後
継
者
育
成
を
し
た
い
と
い
う
希
望

が
あ
り
ま
す
。

お
や
き
も
こ
れ
か
ら
ま
だ
ま
だ
、

勉
強
し
て
か
な
あ
か
ん
。
そ
し
て
、

そ
の
材
料
は
山
（
区
）
で
取
れ
た
材

料
。
買
う
と
っ
た
ら
あ
か
ん
と
思
っ

て
ま
す
。
小
川
村
は
村
を
挙
げ
て
し

て
い
る
。
そ
う
い
う
い
い
と
こ
ろ
を

勉
強
し
て
き
た
。
我
々
生
産
組
合
も

そ
う
い
う
ふ
う
に
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
、
増
田

さ
ん
は
今
後
の
生
産
組
合
に
つ
い
て

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

夢
が
ど
ん
ど
ん
膨
ら
ん
で
い
く
山

生
産
組
合
の
皆
さ
ん
。
山
の
マ
ナ
は

地
区
の
人
を
育
て
、
地
区
の
力
と
な

っ
て
い
ま
す
。

山区ではマナを自分の家で食べるくらいは、そ
れぞれ家庭で作っているんですよ。だから、将来
は各家庭でマナを作ってもらい、生産組合へ出荷
してもらいたい。そういう気持ちに区民がなって
欲しい。
昨年は、村づくりのためのいわゆる区民の意識

改革をと思い、「まちづくり研究会」というのを
作りました。そして、市のまちづくりアドバイザ
ー派遣事業ということで講師を招いてもらい講演

会をしました。
市でもＪＲ直流化で、お

客さんを呼ぶために一生懸
命やってくれていることも
あるから、将来は、この田
舎の昔ながらの素朴な料理
を作る「おばあちゃんのレ
ストラン」ができたらなと
思っています。

赤坂
あかさか

長太郎
ちょうたろう

山区長

と　き ４月３日（日）１０時～１４時
ところ 黒河マナ摘み取り農園
内　容 マナの摘み取り（オーナーの方のみ）

マナの漬物をはじめ、おやきなどマナの加
工品を販売。季節の野菜・果物や山特産の
コシヒカリの販売。お楽しみ抽選会など

おいしいマナの摘み取りをして、旬を楽しみま
せんか？　

申込み期間 ３月２０日（日）まで
料　金 １,２００円

（１区画　幅１ｍ、長さ５ｍ）
申込み方法 申込書を黒河農村ふれあい会館、
農協の本店、粟野支店に用意しています。料
金を添えて申し込みください。（電話受付 可）
摘み取り期間
３月２５日頃
～4月１０日頃

※収穫まで、山生産組合が
責任を持って育てます。

「やまむら おやき工房」を作り、
２月１７日試運転。本格的にお
やきの生産を開始

かかし 
を目印に来てね！ 

問 合 せ マナまつり実行委員会（黒河農村ふれあい会館）
電話番号 ２１－３４４５（毎週月曜日、第３日曜日は休み）

ジャンボかかしが
皆さんをお待ちし
ています。

問合せ　広報広聴課　 ２２ー８１１２
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最近よく使われる言葉ですが、道路や公園、建物など直接目に見え
るものを単に造ることではありません。経済、歴史・文化、環境、教
育、交通、生産、交流機能など日常生活に関わる全ての要素を含めた
中で、豊かな暮らしを創り出すことです。

「私たちが住むまちをより良いまちにしたい」という気持ちは、皆さん共
通のテーマであると思います。その住みよいまちづくりの実現のためには、
地域の特性を生かした一定のルールづくりや市民の皆さんが主体となって取
り組むことができる仕組みづくりが必要です。
長年にわたり築き上げられた歴史や自然環境といった市民共有の財産を後

世に引き継ぎ、個性的なまちづくりを進めるため、市では「まちづくり条例」
の制定を現在検討しています。

まちの将来像をみんなでつくり、それを実現するため
に、市民・事業者・行政が連携・協働して進めることが
望ましいと考えます。そのために、専門家や関係者、一
般公募の方など幅広い立場の方々から構成される「敦賀
市土地利用・都市景観まちづくり協議会」を平成15年
11月に設立しました。

平成17年度のまちづくり条例制定を目指し、敦賀市土地利用・都市景観まちづくり協議会
では、土地利用部会と都市景観部会の２つの専門部会を設け、話し合いを進め、検討を行って
います。

土地利用部会

計画的な土地利用の規
制・誘導に関すること

都市景観部会

良好な都市景観形成の
推進に関すること

市では、敦賀らしい個性のあるまちづくりの推進や
自然的・歴史的財産の継承等への取り組みに対する考
え方を盛り込んで、平成12年に市民参画のもと、総
合計画に基づき、長期的かつ総合的な視点に立った敦
賀市都市計画マスタープランを策定しました。
この都市計画マスタープランは、市の都市将来像の

総合的な指針を定めたものです。
まちづくり条例は、都市計画マスタープランの方針

に基づき、その内容に即したものとする考えです。

市では、市民・事業者・行政がまちづくりの目標、役割を共有し、
パートナーシップのもと、まちづくりを進めることのできる条例を
目指していきます。
誇れる“つるが”をつくるため、皆さんの活力が必要です。まち

づくりへの積極的な参画をお願いします。

第１回都市景観部会の様子

※ ここで言うまちづくり条例とは、「土地利用の規制・誘導」に関するものと
「景観の保全･形成」に関するものをいいます。

住宅地や商業地・公園・緑地、
あるいは自然環境の保全など、
どのように土地を使うかという
ことで、都市計画（まちづくり）
の大きな下地になるものです。

有形、無形を問わず地域の自然、
歴史文化等と人々の生活、経済
活動等の調和によりつくり上げ
られるものです。

問合せ　都市計画課　 ２２－８１３７
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４月にピカピカの新１年生になる年長児を対象に、
粟野地区の各保育園・幼稚園で交通安全教室が開催
されました。婦人交通指導員と交通指導員が講師と
なって、横断歩道の渡り方や集団登校時の注意点な
どを園児たちに伝えました。緊張しながらも、交通
安全ルールを身に付けようと真剣に取り組む園児た
ちの姿が印象的でした。

伝統行事「五幡の火まつり」が雪のちらつく深
夜に行われました。この行事は、江戸時代にこの
地区で発生した大火事をきっかけに、防火を願っ
て行われているものです。司祭者の瀧波

たきなみ

政志
まさゆき

さん
は、海で身を清めた後、海岸に作られたわら小屋
に火をつけました。わら小屋は瞬く間に燃え上が
り「火事やー、火事や」との叫びに、壮年会の人
たちは集落中に火事を知らせて回り、火事の心構
えを促しました。

平成１４年１２月１６日にオープンした敦賀き
らめき温泉リラ・ポートの来場者数が、この日５
０万人を突破しました。５０万人目となったのは
市内にお住まいの長谷川

は せ が わ

操
みさお

さんです。長谷川さん
にはヘルスメーターや利用券が贈られ、この歓迎
に「びっくりしました」と驚いた様子で記念品を
受け取りました。

３
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
伝
統
行
事
「
毘び

沙し
ゃ

講こ
う

」
が
高
野
の
白
山
神
社

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
時
折
雪
の
ち
ら
つ
く
中
、
当
番
役
の
野の

ざ
き

弥
寿
司

や

す

じ

さ
ん
ら

６
人
が
冷
水
を
か
ぶ
っ
て
身
を
清
め
た
後
、
神
殿
横
に
据
え
ら
れ
た
的
を
青
竹

の
弓
矢
で
射
て
、
無
病
息
災
と
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
ま
し
た
。

４月１日 ～28日 市役所市民ホール

木下
きのした

民代
た み よ

新しく３階に整備した視聴覚コーナーが５月
１日（日）から利用できるようになります。
なお、１階ＡＶコーナーはソフト入替作業等

のため３月２０日（日）以降使用できなくなり
ますので、ご理解いただきますようお願いしま
す。
新視聴覚コーナーの設備

ＤＶＤ・インターネット用のブース１３カ所
カセット・ＣＤ用のブース２カ所
※ 今までどおり、ビデオ・レーザーディスクも
視聴できます。
※ 車イスでお越しの方にも気軽に視聴を楽しん
でいただけます。

と　き ４月２日（土） １４時～

と　き ４月１６日（土） １４時～

と　き ４月２３日（土） １４時～

「みとめ愛　ささえ会い　あなたと私はパートナー」
をテーマに男女共同参画フォーラムがプラザ萬象で行わ
れ、およそ２５０人が参加しました。フォーラムでは一
人っ子同士の結婚問題や男女の役割分担についてなど、
日頃家庭や職場で問題となっている身近な話題を人形劇
や一人芝居を通して問題提起され、それについて参加者
による意見交換が行われました。

あなたが写っていたら、ご連絡ください。写真を差
し上げます。 広報広聴課　 ２２ー８１１２




